
施設の種類

【従業員に関する行動】

□ 従業員に対して検温などにより体調管理を徹底させる

□ 体調不良の場合、出勤を停止させる

□ マスクの着用を徹底させる

□ 手洗い、手指の消毒をこまめに行わせる

□ 互いに手が届く距離での大声での会話を控える

□ 現金の受け渡しにはトレイを使用させる

□ 鼻水、唾液などが付いたごみは、ビニール袋に入れて密閉して縛り、ごみを回収する従業員にはマスク

や手袋を着用させる

【来客へ注意を促す事項】

□ 発熱があったり、咳、咽頭痛などの症状がある人は入場しないように呼びかける

□ マスクの着用を促す

□ 手洗い、手指の消毒をこまめに行うよう啓発する

□ 互いに手が届く距離での大声での会話を控える

□ 飲食可能な施設では、飲食時はできるだけ対人距離（最小１m）を確保し飲食時は会話を控える

□ キャッシュレスでの支払いを推進する

【施設における感染防止策】

□ 大声での歓声、声援等があるイベント等については、入場制限を実施する（定員の５０％以内）

□ 入口及び施設内に手指の消毒設備（石けんによる手洗い、手指消毒用アルコールなど）を設置する

□ 人と人が対面する場所は、アクリル板、透明ビニールカーテンなどで遮蔽する

□ 他人と共用する物品や手が頻回に触れる箇所を工夫して減らし、最低限にする

□ 手や口が触れるようなもの(コップ・箸など)は、適切に洗浄消毒するなど特段の対応を図る

□ ２つの窓を同時に開けるなど、施設の換気を徹底する

□ 汚物を流すときは、トイレの蓋を閉めて流すよう注意書きを表示する

□ トイレの共通のタオルは禁止する

【その他】

□ 万が一感染が発生した場合に備え、個人情報の取り扱いに十分注意し、入場者等の名簿を適正に収集

する

【施設における感染防止策】

□ 来場者の入れ替えのタイミングで適切に消毒、清掃する

【施設における感染防止策】

□ 来場者の入れ替えのタイミングで適切に消毒、清掃する

□ 更衣室、脱衣場を定期的に消毒、清掃をする

□ 休憩室、休憩スペースは、定期的に消毒する

【施設における感染防止策】

□ 会場内備品を消毒する
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感染防止対策について留意すべき事項
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【施設における感染防止策】

□ 来場者の入れ替えのタイミングで適切に消毒、清掃する

【施設における感染防止策】

□ 来場者の入れ替えのタイミングで適切に消毒・清掃する

□ 会場内備品を消毒する

□ エレベーター内が密集しないよう配慮する

【利用者へ注意を促す事項】

□ 運動時以外は、マスクの着用を促す

□ 利用者同士の大声での会話を行わないよう周知する

□ トレーニング時の身体的接触（補助、握手、ハイタッチなど）を控えるよう周知する

□ タオル同士の接触・取り違え防止の注意喚起を行う

□ 利用後は、すみやかに退館するよう促す

【施設における感染防止策】

□ シャワールームは使用しない

□ トレーニング機器等の間隔を人と人との十分な距離が確保されるよう配置する

□ トレーニング機器等について、利用者が代わるごとに消毒を行う

【来客へ注意を促す事項】

□ 利用者同士での物の貸し借りは控え、飲み物・軽食の共用はしない

【施設における感染防止策】

□ 会場内備品を消毒する

□ 会計を待つ際において、行列位置を指定する

□ 休憩スペースやイートイン等については、テーブルの配置や間隔を確保するとともに、近距離で対面して

の食事や長時間の会話をしないようにするなど、必要に応じて利用を制限する

□ テーブルの配置、カウンター席の配置はできるだけ1ｍ以上間隔を確保する

□ テーブル、カウンターは利用者が入れ替わる都度消毒する

□ ドアノブ、発券機、セルフドリンクコーナーなど多数の人が触れる箇所は定期的に消毒する

□ 食事中の会話を控え、食事中以外はマスクを着用するよう掲示する

□ テーブル席は真正面の配置を避けるか区切りのパーテーションを設置する

□ 大皿料理は避けて個々に提供する

□ 清掃、消毒、換気を徹底する

□ 利用者同士での物の貸し借りは控え、飲み物・軽食の共用はしない

□ マスクの着用を即す（子どもは3歳以上を目安とする）
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□ エレベーター内が密集しないよう配慮する

□ 待合、休憩スペースは、定期的に消毒する

□ 大声での歓声、声援等があるイベント等については、入場制限を実施する（定員の５０％以内）

□ 清掃、消毒、換気を徹底する

□ 利用者同士での物の貸し借りは控え、飲み物・軽食の共用はしない

□ マスクの着用を即す（子どもは3歳以上を目安とする）

□ 自習スペース及び閲覧スペースの座席数を減らすなど、対人距離を確保する

□ サービスカウンターへ飛沫防止アクリル板等を設置する

□ カウンター利用の順番待ちの際、足下の目印を設置する

□ 清掃、消毒、換気を徹底する

□ マスクの着用を即す（子どもは3歳以上を目安とする）

□ 更衣室、ロッカールームを使用しない

□ 利用を事前予約に限るとともに、利用目的や人数等を確実に把握する

□ タオルの共用は行わない

□ 大声での歓声、声援等は控える

□ 更衣室、ロッカールーム、シャワールームを使用しない

□ 混雑時の入場制限を実施する

□ レンタルクラブ等は、使用後必ず消毒をする

□ エレベーター内が密集しないように配慮する（他のグループ客と同乗させないなど）

□ 入場人数を制限する（定員の半分程度）

□ 会場内備品を消毒する

□ 来場者間の空席確保など、対人距離を確保する

□ 頻繁に換気する（窓開け、扇風機）

□ 返却後のルームキーの消毒をする

□ ビュッフェ方式での食事の提供を控える

□ 来場者の入れ替えのタイミングで適切に消毒・清掃する

□ 自社バスでの送迎の場合は、密集しないよう人数を制限して運行する

□ 大浴場への入場人数を制限する

□ 更衣室、脱衣場を定期的に消毒・清掃をする

□ 休憩室、休憩スペースは、大声での会話を控えるよう促し、定期的に消毒する

□ キャンプ場内で、大声を出したり、声援をするような行為は控える

□ テントサイト間の距離を確保する

□ 会場内備品を消毒する

□ 管理棟、炊事棟、トイレに手指の消毒設備（石けんによる手洗い、手指消毒用アルコールなど）を設置する

□ 施設内の共有部分（炊事棟、あずまや、トイレ等）は定期的に、消毒・清掃する
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